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実
施
状
況
調
査
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た

　

全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以
下
、

全
国
連
協
）
は
毎
年
、
五
月
一
日
現
在
の

学
童
保
育
の
実
施
状
況
を
調
査
（
全
国
す

べ
て
の
市
町
村
〈
特
別
区
を
含
む
。
以
下

同
〉
一
七
四
一
市
町
村
を
対
象
と
す
る
悉

皆
調
査
）
し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
は
、
厚
生
労
働
省
令
「
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
」（
以
下
「
設
備
運
営
基
準
」）

に
も
と
づ
い
て
、
学
童
保
育
の
「
最
低
基

準
」
で
あ
る
条
例
を
定
め
て
い
ま
す
。
全

国
連
協
は
二
〇
一
五
年
以
降
、「
設
備
運

営
基
準
」
で
示
さ
れ
た
「
支
援
の
単
位
」

を
学
童
保
育
の
基
礎
的
な
単
位
と
し
て
、

そ
の
数
を
集
計
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も

す
べ
て
の
市
町
村
か
ら
ご
協
力
い
た
だ

き
、調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

◆
学
童
保
育
数
と
「
支
援
の
単
位
」
数

…
…
学
童
保
育
数
は
二
万
四
四
一
四

か
所
、「
支
援
の
単
位
」
数
は
三
万 

五
三
三
七
で
し
た
（
前
年
比
「
支
援
の
単

位
」
数
は
九
〇
〇
増
、
学
童
保
育
数
は

三
三
減
）。

　

全
国
的
に
は
、「
市
町
村
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
沿
っ
て
、
施
設

数
・「
支
援
の
単
位
」
数
を
増
や
し
て
い

る
一
方
で
、
少
子
化
や
学
校
の
統
廃
合
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
施
設
数
・「
支
援

の
単
位
」
を
減
ら
し
て
い
る
地
域
も
見
ら

れ
ま
す
。
施
設
状
況
や
子
ど
も
の
分
け
方

な
ど
、
分
割
の
方
法
や
日
々
の
保
育
の
あ

り
方
が
、「
子
ど
も
に
安
全
で
安
定
し
た

生
活
を
保
障
で
き
る
も
の
」
に
な
っ
て
い

る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。

◆
入
所
児
童
数
…
…
一
三
四
万
八
一
二
二

人
で
し
た
（
前
年
比
四
万
四
二
三
人
増
）。

協
議
会
だ
よ
り

ま
た
、
ど
の
学
年
で
も
入
所
児
童
数
が
前

年
比
で
増
加
し
ま
し
た
。

　

二
〇
二
一
年
調
査
で
は
、
学
年
別
入

所
児
童
数
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た

二
〇
一
三
年
以
来
は
じ
め
て
、
三
年
生

以
上
の
人
数
が
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の

理
由
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
」
拡
大
を
機
に
、
感
染
リ
ス
ク

を
懸
念
し
て
自
治
体
や
運
営
者
が
受
け

入
れ
人
数
を
縮
小
し
た
（
高
学
年
の
利

用
自
粛
な
ど
）、
あ
る
い
は
保
護
者
が
退

所
を
選
択
し
た
、
生
活
や
遊
び
・
活
動

の
制
限
を
理
由
に
し
た
退
所
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

な
か
に
は
、
社
会
全
体
に
行
動
制
限
が

設
け
ら
れ
た
な
か
で
、
保
護
者
の
就
労
時

間
の
短
縮
、
失
業
、
家
計
の
悪
化
に
と
も

な
い
、
保
育
料
負
担
を
理
由
に
退
所
さ
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
家
庭
も
あ
り
ま
し

た
。

　

子
ど
も
が
学
童
保
育
に
通
わ
ず
に
自
宅

で
留
守
番
を
し
て
過
ご
し
て
い
た
こ
と
な

ど
、制
限
さ
れ
た
生
活
が
つ
づ
く
こ
と
で
、

生
活
リ
ズ
ム
や
睡
眠
の
変
調
、
心
身
へ
の

影
響
、
人
と
接
す
る
こ
と
へ
の
恐
れ
・
表

情
を
悟
ら
れ
た
く
な
く
て
マ
ス
ク
が
外
せ

な
い
な
ど
、
子
ど
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

が
生
じ
て
お
り
、
友
達
や
周
囲
の
人
々
と

の
関
わ
り
、
距
離
感
の
変
化
、
対
人
関
係

へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
保

護
者
の
就
労
時
間
の
長
時
間
化
、
負
担
が

増
え
、
学
童
保
育
の
必
要
性
が
増
し
た
家

庭
も
あ
り
ま
す
。

◆
子
ど
も
集
団
の
規
模
…
…「
生
活
の
場
」

で
あ
る
学
童
保
育
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
安
心
で
き
る
関
係
を
築
く
た
め

に
は
、
子
ど
も
集
団
の
人
数
規
模
の
上
限

が
守
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。し
か
し
、

現
状
で
は
、
す
べ
て
の
学
童
保
育
で
実
現

で
き
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国

が
「
設
備
運
営
基
準
」
で
示
し
た
「
四
〇

人
以
下
」
の
「
支
援
の
単
位
」
数
は
全
体

の
約
六
割
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　

児
童
数
が
非
常
に
多
い
大
規
模
な
学
童

保
育
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
過
酷
な
状
況

で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
重
篤
な
事
故
の
発

生
に
は
、
子
ど
も
集
団
の
規
模
、
職
員
体

制
、
施
設
環
境
、
出
席
人
数
、
保
育
内
容
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な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、「
登
録
児
童
数
が

四
〇
人
規
模
で
日
常
的
、
継
続
的
に
同
じ

子
ど
も
が
過
ご
し
て
い
る
集
団
」
な
の

か
、「
登
録
児
童
数
が
大
規
模
で
、
日
に

よ
っ
て
子
ど
も
の
集
団
の
入
れ
替
わ
り
が

あ
り
、
出
席
人
数
が
四
〇
人
規
模
に
な
っ

て
い
る
集
団
」
な
の
か
に
よ
っ
て
、
事
故

の
発
生
に
影
響
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

子
ど
も
同
士
の
関
係
性
の
構
築
、
安
全

性
の
確
保
や
事
故
防
止
の
た
め
に
、
そ
し

て
、
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
も
、

国
が
示
し
て
い
る
「
お
お
む
ね
四
〇
人
以

下
」
よ
り
も
さ
ら
に
、
集
団
の
規
模
を
小

さ
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
把
握
で
き
た
待
機
児
童
数
…
…
一
万 

五
五
〇
六
人
で
し
た
。

　

二
〇
一
五
年
ま
で
、学
童
保
育
に
は「
定

員
」「
人
数
規
模
」
な
ど
全
国
一
律
の
基

準
が
な
か
っ
た
た
め
、
入
所
に
制
限
を
設

け
て
い
な
い
施
設
や
自
治
体
も
あ
り
ま
し

た
。
現
在
も
、
国
の
基
準
は
あ
く
ま
で
も

「
参
酌
基
準
」
で
あ
り
、
大
規
模
な
学
童

保
育
を
容
認
す
る
条
例
を
設
け
て
い
る
、

待
機
児
童
を
出
さ
な
い
よ
う
「
全
児
童
対

策
事
業
」「
放
課
後
子
供
教
室
」を
も
っ
て
、

学
童
保
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
受
け

皿
に
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　

必
要
と
す
る
専
用
区
画
（
子
ど
も
一
人

に
つ
き
一
・
六
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

広
さ
）
や
、
集
団
の
規
模
の
上
限
の
必
要

性
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。「
待
機
児
童
ゼ
ロ
」
は

必
ず
し
も
「
学
童
保
育
が
充
足
し
て
い

る
」
こ
と
を
表
し
て
い
る
と
は
か
ぎ
り
ま

せ
ん
。
目
的
の
異
な
る
事
業
で
は
、
学
童

保
育
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
不
可
能
で

す
。

◆
運
営
主
体
…
…
全
体
に
占
め
る
割
合
を

見
る
と
、
公
営
と
地
域
運
営
委
員
会
、
父

母
会
・
保
護
者
会
に
よ
る
運
営
が
減
少
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
民
間

企
業
、
そ
の
他
法
人
に
よ
る
法
人
運
営
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

公
立
公
営
だ
っ
た
学
童
保
育
に
指
定
管

理
者
制
度
が
導
入
さ
れ
た
、
民
間
へ
の
委

託
に
切
り
替
わ
っ
た
な
ど
の
地
域
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
地
域
運
営
委
員
会
や
父
母

会
・
保
護
者
会
が
運
営
を
担
っ
て
い
た
学

童
保
育
の
な
か
に
は
、
企
業
に
よ
る
運
営

に
切
り
替
え
た
と
こ
ろ
も
出
て
き
て
い
ま

す
。

　

国
は
二
〇
一
五
年
に
、
学
童
保
育
に
有

資
格
者
を
配
置
し
た
う
え
で
「
全
国
一
定

水
準
の
質
の
確
保
」
を
め
ざ
し
て
制
度
を

変
更
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
「
子
ど
も

が
好
き
な
ら
」「
子
育
て
経
験
が
あ
れ
ば
」

…
…
と
い
う
認
識
で
指
導
員
を
雇
用
し
て

き
た
自
治
体
の
な
か
に
は
、
そ
の
変
化
に

対
応
で
き
ず
、
指
導
員
不
足
が
慢
性
化
す

る
な
か
で
も
、
非
正
規
雇
用
の
ま
ま
（
給

与
を
抑
え
る
た
め
）
と
し
て
い
た
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
地
域
で
は
さ
ら

に
、
事
業
経
費
を
低
く
抑
え
る
た
め
に
、

民
間
へ
の
委
託
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

学
童
保
育
が
「
市
町
村
事
業
」
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

う
し
た
一
部
の
自
治
体
の
判
断
は
「
公
的

責
任
の
放
棄
」
と
言
え
ま
す
。

　

な
お
、「
学
習
塾
」「
習
い
ご
と
」
な
ど

の
事
業
は
、「
学
童
保
育
」
と
自
称
し
て

い
て
も
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」

に
は
該
当
し
な
い
た
め
、
全
国
連
協
の
調

査
対
象
・
結
果
に
は
含
め
て
い
ま
せ
ん
。

◆
開
設
場
所
…
…
余
裕
教
室
の
活
用
が
増

え
て
お
り
、
学
校
施
設
内
が
全
体
の
約
半

数
で
す
。
毎
日
の
「
生
活
の
場
」
に
ふ
さ

わ
し
い
施
設
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
年

齢
や
発
達
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
内

容
に
対
応
で
き
る
広
さ
・
設
備
が
必
要
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、「
体
調
を
崩
し

た
子
ど
も
が
安
静
に
過
ご
せ
て
、
か
つ
隔

離
で
き
る
場
所
が
確
保
で
き
な
い
」「
手

洗
い
場
が
十
分
で
な
く
、
長
蛇
の
列
が
で

き
る
」
な
ど
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な

り
、
早
急
に
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。＊　

　
　
　
　

＊　
　
　
　
　

＊

　

今
年
度
の
調
査
結
果
は
、
二
〇
二
二
年

一
一
月
一
七
日
、
厚
生
労
働
省
内
の
厚
生

労
働
記
者
会
で
記
者
発
表
を
行
い
ま
し

た
（
資
料
は
全
国
連
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

参
照
）。
今
後
、
在
京
の
民
放
ラ
ジ
オ
局
、

全
国
の
地
方
紙
に
も
報
道
発
表
資
料
を
送

付
す
る
予
定
で
す
。


